
住み続けて再建を進める方法
　　　　　　　  2011.7.10 

松川横丁再建勉強会⑥ 
川開き祭りに向けた企画会議

第１フェーズ② 
現場で何ができるか 
再スタート

2011.7.31-8.1 
松川横丁ちびマルシェ 
こども夏祭り広場人が集まる場所を自分たちでつくる 2011.9.12　 

松川横丁勉強会

第２フェーズ① 
震災後半年以降、 
周辺を含む街区計画案



夏以降のワークショップでの 
意見をもとにした「たたき台」

■９月以降、11月まで 
→横丁から街区に拡げた検討

周辺街区との関係から 
計画イメージを考える

■コミュニティの再生活動　　 
おちゃっこまちあるき／もちつき大会 

（11月12日、12月11日） 松川横丁再建勉強会　2012.3.1

第２フェーズ② 
震災後１年 
突破口が見いだせない
事業と街区計画



様々な空間像を縫い合わせる街区計画の検討

2012.7.14
２つの老舗のプライドと覚悟 
既存建物の修復により再建した八幡家と滝川

2012.9.25 
VOICE vol.3 取材風景

100年間同じ場所で
営業を続ける「滝川」

2013.6.7 
元の場所で建物を修復して再開



2016.12.23　滝川　 
川沿いの被災蔵を移築し、別館として再生 
設計：ココロエ一級建築士事務所（岡山）

2012.6.28 
シェアハウスワークショップ

第３フェーズ① 
街で暮らしたい人を探す  
滞在ボランティアと考える 
住まいづくり 
→100名を超える移住者

石巻2.0不動産：シェアハウス開設や移住者のリノベーションを支援

若手のデザイナー、建築家による 
石巻のクリエイティブチーム

■中心市街地の課題 

１）土地・建物所有者の意向だけではまちづくりは 
　　進まないこと 
　　まず財産保全が第一の目標になってしまう 
　　不確定な要素が多く、意向は常に揺れ動く 
　　高齢権利者が多く、次の担い手が見えない 

２）新たな事業主体、住まい手、出店者等をどのように 
　　育てていくか 

３）再開発事業など、周辺の大きな計画との関係 
　　堤防、道路など大きなスケールの計画に影響される 
　　復興公営住宅、公益施設、駐車場等に埋め尽くされる街



■COMICHI石巻のプログラム構築と戦略 
1）2012年に行った、リサーチとワークショップで得られた住
宅と店舗のニーズをフィードバックしたプログラムとすること 
震災当初、復興支援ボランティアとして来街した若者達が次のステップと
して地域で新たな仕事を見つけ、住み続けるための住宅と、震災後事業を
再開し仮店舗を構える商店主・事業主達のセカンドステップとなり、本格
的な設備投資を行える店舗の２つが浮かび上がった。 

2）2013年夏の時点で、中心街に形成されつつあった機能とリ
ンクし、エリアとしての価値を高めるプログラムとすること 
メインストリート沿道には、ISHINOMAKI2.0をはじめとする組織や個人
によって、既存建物の改修によるコワーキングオフィス等が集積し、老舗
店舗の現地建物の復旧が行われていたが、双方とも住居機能に関しては不
十分なものであった。 
→このようなオフィスで働く人々と、商店主の住宅を機能の中心に据える 
また、被災した地域住民に対する災害公営住宅や分譲マンションが今後、
このエリアに供給されることが予測された中で、２つのタイプ以外で選択
の幅を広げることが可能な住宅を組み込む

第３フェーズ②事業を組み立てる 
2013年度～ 
松川横丁店舗・住宅共同再建プロジェクト 
４人の地権者と出店・入居希望者による共同事業

■石巻中央地区のエリアマネジメント 
　主語のない「べき」社会像・空間像ではなく 
　主体が見える動きや場所をひとつずつ起こす　　 
　動きや場所の集まった空間の質と持続性を高める

多様な個人・組織のさまざまな実践を総体的に捉え 
地域の流れと次の時間に向かう展開を考える 
　それが地域の持続可能性を高めることにつながる

COMMON（コモン）とは？ 
通り・空き地の使い方や事業を育てる場所に

2016.11.3　大衆酒場スイスイ　 
橋通りCOMMONから独立し、開業

2015.4.25 
橋通りCOMMON　オープン



■中心市街地の新しい役割：多様な活動のフィールド　 
　周辺地域を含めた復興を支える役割を担う
　さまざまな挑戦や暮らし方を育てる

2011 
通りをつくる場所に 

石巻工房

いしのまき学校（2013～）



2016.2  
カフェ＋シェアオフィス 
IRORI  リニューアル

観光、移住、教育 
ローカルベンチャー 
多様性を持つHUBに

2016～ 
地域ネットワークのハブとなる 
場所とプログラム

コンソーシアム「ハグクミ」2016-

★社会に必要な事業をおこす

2016- 
まちのコンシェルジュ／移住コンシェルジュ

首都圏企業と連携した 
ワーケーション拠点 
Living Anywhere 
Commons 
場所やライフライン、仕事など、あらゆる
制約にしばられることなく、好きな場所で
やりたいことをしながら暮らす生き方
（LivingAnywhere）をともに実践する
ことを目的としたコミュニティ

コロナ以降



空きガレージを活用した
Creative Hub 
コワーキングスペース運営

写真出典：巻組HP

2018.4-　 
石巻市指定文化財 
旧観慶丸商店の運営開始 
ISHINOMAKI2.0

2021.7.3-19　生きつづける石巻のたてもの展
宮城県石巻市：Reborn Art Festival 2021-2022 

https://www.reborn-art-fes.jp




